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危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令等

の施行について（一部抜粋）
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                          消 防 危 第 ５ ５ 号 
平成１７年３月 24 日 

     

 
各都道府県知事   
各指定都市市長 

 
                           消 防 庁 次 長 
 
 

危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令等の施行について 
 

 危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（平成１７年総務省令第３７号）及び危険

物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示の一部を改正する件（平成１７年総務省告

示第３４９号）が本日公布され、一部を除いて平成１７年４月１日から施行されることとなり

ました。 
 今回の改正は、平成１７年２月１８日に公布された危険物の規制に関する政令の一部を改正

する政令（平成１７年政令第２３号）により、地下タンク貯蔵所の技術上の基準について性能

規定の導入が図られたこと、水素充てん設備設置給油取扱所について基準の特例を定めること

ができることとされたこと等に伴い、地下貯蔵タンク及びタンク室の構造等の技術基準の改正、

圧縮水素充てん設備設置給油取扱所の特例基準の規定等を主な内容とするものです。 
 貴職におかれましては、下記事項に十分留意の上、その運用に配慮されるとともに、各都道

府県知事におかれましては、貴都道府県内の市町村に対してもこの旨周知されるようお願いし

ます。 
 
 
なお、本通知中においては、法令名について次のとおり略称を用いたのでご承知おき願いま

す。 

危険物の規制に関する規則（昭和３４年総理府令第５５号）・・・・・・・・・・・規則 

危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示（昭和４９年自治省告示第 

９９号）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・告示 

危険物の規制に関する政令の一部を改正する政令（平成１７年政令第２３号）・改正政令 

危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（平成１７年総務省令第３７号） 

・・・・・・・・・改正省令 

危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示の一部を改正する件（平成 

１７年総務省告示第３４９号）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・改正告示 

 

記 

 
第１ 地下タンク貯蔵所の技術上の基準に関する事項 
１ 通気管 
 第４類の危険物の地下貯蔵タンクに設ける通気管について、無弁通気管又は大気弁付通
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気管のいずれかとされたこと（規則第２０条第３項関係）。 
２ 地下貯蔵タンクの構造 
 地下貯蔵タンクの構造について、当該地下貯蔵タンク及びその附属設備の自重、貯蔵す

る危険物の重量、当該地下タンクに係る内圧、土圧等の主荷重及び地震の影響等の従荷重

によって生じる応力及び変形に対して安全なものとされたこと。また、主荷重及び主荷重

と従荷重の組合せにより地下貯蔵タンク本体に生じる応力は、許容応力以下でなければな

らないこととされたこと（規則第２３条関係）。 
 また、地下貯蔵タンクが鋼製横置円筒型の場合の許容応力について定められたこと（告

示第４条の４７関係）。 
 なお、地下貯蔵タンクに作用する荷重及び発生応力については、一般的に次により算出

することができるものであること。 
(1) 作用する荷重 
ア 主荷重 
① 固定荷重（地下貯蔵タンク及びその附属設備の自重） 

W1：固定荷重 ［単位：N］ 
② 液荷重（貯蔵する危険物の重量） 
 W2＝γ1・V 

W2：液荷重 ［単位：N］ 
γ1：液体の危険物の比重量 ［単位：N/mm3］ 
V：タンク容量 ［単位：mm3］ 

③ 内圧 
P1＝PG＋PL 

P1：内圧  ［単位：N/mm2］ 
PG：空間部の圧力（無弁通気管のタンクにあっては、考慮する必要がない） ［単

位：N/mm2］ 
PL：静液圧 ［単位：N/mm2］ 
静液圧PLは、次のとおり求める。 

PL＝γ1・h1 
γ1：液体の危険物の比重量 ［単位：N/mm3］ 
h1：最高液面からの深さ ［単位：mm］ 

④ 乾燥砂荷重 
 タンク室内にタンクが設置されていることから、タンク頂部までの乾燥砂の上載

荷重とし、その他の乾燥砂の荷重は考慮しないこととしてよい。 
P2＝γ2・ｈ2 

P2：乾燥砂荷重 ［単位：N/mm2］ 

γ2：砂の比重量 ［単位：N/mm3］ 
h2：砂被り深さ（タンク室の蓋の内側から地下タンク頂部までの深さ） ［単位：

mm］ 
イ 従荷重 
① 地震の影響 
 静的震度法に基づく地震動によるタンク軸直角方向に作用する水平方向慣性力を

考慮することとしてよい。なお、地震時土圧については、タンク室に設置されてい
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ることから考慮しない。 
FS＝Kh（W1＋Ｗ2＋W3） 

FS：タンクの軸直角方向に作用する水平方向地震力 ［単位：N］ 
Kh：設計水平震度（告示第４条の２３による） 
W1：固定荷重 ［単位：N］ 
W2：液荷重 ［単位：N］ 
W3：タンクの軸直角方向に作用する乾燥砂の重量 ［単位：N］ 

② 試験荷重 
 完成検査前検査、定期点検を行う際の荷重とする。 ［単位：N/mm2］ 

(2) 発生応力等 
 鋼製横置円筒型の地下貯蔵タンクの場合、次に掲げる計算方法を用いることができる

こと。 
ア 胴部の内圧による引張応力 

σS1＝Pi・(Ｄ／2t1) 
σS1：引張応力 ［単位：N/mm2］ 
Pi：（内圧、正の試験荷重） ［単位：N/mm2］ 
Ｄ：タンク直径 ［単位：mm］ 
ｔ1：胴の板厚 ［単位：mm］ 

イ 胴部の外圧による圧縮応力 
σs2＝Po・(Ｄ／2t1) 
σS2：圧縮応力 ［単位：N/mm2］ 
Po：（乾燥砂荷重、負の試験荷重） ［単位：N/mm2］ 
Ｄ：タンク直径 ［単位：mm］ 
ｔ1：胴の板厚 ［単位：mm］ 

ウ 鏡板部の内圧による引張応力 
σk1＝Pi・（Ｒ／2ｔ2） 
σk1：引張応力 ［単位：N/mm2］ 
Pi：（内圧、正の試験荷重） ［単位：N/mm2］ 
Ｒ：鏡板中央部での曲率半径 ［単位：mm］ 
ｔ2：鏡板の板厚 ［単位：mm］ 

エ 鏡板部の外圧による圧縮応力 
σk2＝Po・（Ｒ／2ｔ2） 
σk2：圧縮応力 ［単位：N/mm2］ 
Po：（乾燥砂荷重、負の試験荷重） ［単位：N/mm2］ 
Ｒ：鏡板中央部での曲率半径 ［単位：mm］ 
ｔ2：鏡板の板厚 ［単位：mm］ 

オ タンク固定条件の照査 
 地下タンク本体の地震時慣性力に対して、地下タンク固定部分が、必要なモーメン

トに耐える構造とするため、次の条件を満たすこと。 
FS・L≦R・l 

FS：タンク軸直角方向に作用する水平方向地震力 ［単位：N］ 
Ｌ：FSが作用する重心から基礎までの高さ ［単位：mm］ 
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Ｒ：固定部に発生する反力 ［単位：N］ 
ｌ：一の固定部分の固定点の間隔 ［単位：mm］ 

３ 地下貯蔵タンクの外面の保護 
 地下貯蔵タンクの外面の保護について、電気的腐食のおそれのある場所に設置する場合

にあっては、塗覆装及び電気防食により、それ以外の場所に設置する場合にあっては、塗

覆装により保護することとされたこと。（規則第２３条の２、告示第４条の４８、第４条

の４９関係）。 
 塗覆装は、次に掲げるいずれかの方法とされたこと。 
(1) エポキシ樹脂又はウレタンエラストマー樹脂を用いた方法 
(2) ＦＲＰを用いた方法 
(3) 次の性能について、上記(1) 又は(2) の方法と同等以上の性能を有する方法 
ア 水蒸気透過防止性能 
イ 地下貯蔵タンクとの付着性能 
ウ 耐衝撃性能 
エ 耐薬品性能 
 なお、これら性能を確認するための試験方法等については、追って通知する予定であ

ること。 
４ 危険物の漏れを検知する設備 
 地下貯蔵タンクからの液体の危険物の漏れを検知する設備について、漏れ検査管に加え、

タンク内部の危険物量の変化若しくはタンク周囲の可燃性ガスを常時監視することによ

り漏れを検知する設備又はこれらと同等以上の性能を有する設備が定められたこと（規則

第２３条の３関係）。 
５ タンク室の構造 
 タンク室の構造について、当該タンク室の自重、地下貯蔵タンク及びその附属設備並び

に貯蔵する危険物の重量、土圧、地下水圧等の主荷重並びに上載荷重、地震の影響等の従

荷重によって生じる応力及び変形に対して安全なものとされたこと。また、主荷重及び主

荷重と従荷重の組合せによりタンク室に生じる応力は、許容応力以下でなければならない

こととされたこと（規則第２３条の４関係） 
 また、タンク室が鉄筋コンクリート造の場合の許容応力について定められたこと（告示

第４条の５０関係）。 
 なお、タンク室に作用する荷重及び発生応力については、一般的に次により算出するこ

とができるものであること。 
(1) 作用する荷重 
ア 主荷重 
① 固定荷重（タンク室の自重、地下貯蔵タンク及びその附属設備の自重） 

W4：固定荷重 ［単位：N］ 
② 液荷重（貯蔵する危険物の重量） 
  ２(1) ア②による。 
③ 土圧 

P3＝KA・γ3・ｈ3 
P3：土圧 ［単位：N/mm2］ 
KA：静止土圧係数（一般的に 0.5） 
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γ3：土の比重量 ［単位：N/mm3］ 
ｈ3：地盤面下の深さ ［単位：mm］ 

④ 水圧 
P4＝γ4・ｈ4 

P4：水圧 ［単位：N/mm2］ 
γ4：水の比重量 ［単位：N/mm3］ 
ｈ4：地下水位からの深さ（地下水位は、原則として実測値による） ［単位：mm］ 

イ 従荷重 
① 上載荷重 
 上載荷重は、原則として想定される最大重量の車両の荷重とする（250kN の車両の

場合、後輪片側で 100kN を考慮する）。 
② 地震の影響 
  地震の影響は、地震時土圧について検討する。 

P5＝KE・γ4・ｈ4 
 P5：地震時土圧 ［単位：N/mm2］ 

KE：地震時水平土圧係数 
地震時水平土圧係数KEは、次によることができる。 
       cos2（φ－θ） 
      １＋  sinφ・sin（φ－θ）］ 2 

            cosθ 
φ：周辺地盤の内部摩擦角 ［単位：度］ 
θ：地震時合成角 ［単位：度］ 
θ＝tan－1Kh 
Kh：２(1) イ①による。 

γ4：土の比重量 ［単位：N/mm3］ 
ｈ4：地盤面下の深さ ［単位：mm］ 

(2) 発生応力 
 発生応力は、荷重の形態、支持方法及び形状に応じ、算定された断面力（曲げモーメ

ント、軸力及びせん断力）の最大値について算出すること。 
 この場合において、支持方法として上部がふたを有する構造では、ふたの部分を単純

ばり又は版とみなし、側部と底部が一体となる部分では、側板を片持ばり、底部を両端

固定ばりとみなして断面力を算定して差し支えない。 
なお、標準的な地下貯蔵タンク及びタンク室についての設置例を近く指針として示す予

定であること。 
６ タンク室の防水の措置に関する事項 
 タンク室の防水の措置について、水密コンクリート又はこれと同等以上の水密性を有す

る材料で造るとともに、鉄筋コンクリート造とする場合の目地等の部分及びふたとの接合

部分には、雨水、地下水等がタンク室の内部に浸入しない措置を講じることとされたこと。

（規則第２４条関係） 
    (1) 水密コンクリート 

水密コンクリートとは、硬化後に水を通しにくく、水が拡散しにくいコンクリートの

ことであり、一般に、水セメント比は、55%以下とし、AE 剤若しくはAE 減水剤又はフ

KE＝ 
cos2θ 
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ライアッシュ若しくは高炉スラグ粉末等の混和材を用いたコンクリートをいうこと。 

(2) タンク室の内部に浸入しない措置 
目地部等に雨水、地下水等がタンク室の内部に浸入しない措置とは、振動等による変

形追従性能、危険物により劣化しない性能及び長期耐久性能を有するゴム系又はシリコ

ン系の止水材を充てんすること等の措置があること。 
 
第２ 給油取扱所の技術上の基準に関する事項 
１ 圧縮天然ガス等充てん設備設置給油取扱所 
 圧縮天然ガス等充てん設備設置給油取扱所に設ける自動車等の洗浄を行う設備、自動車

等の点検・整備を行う設備及び混合燃料油調合器に収納する危険物の数量の総和は、指定

数量未満とされたこと（規則第２７条の３第６項第３号関係）。 
２ 圧縮水素充てん設備設置給油取扱所 
 電気を動力源とする自動車等に圧縮水素を充てんするための設備を設ける給油取扱所

（屋外給油取扱所に限る。）の位置、構造及び設備に関する技術上の基準が次のとおり定

められたこと。なお、詳細については、追って通知する予定であること。 
(1) 圧縮水素充てん設備設置給油取扱所の建築物の用途に、圧縮水素の充てんのための作

業場、圧縮水素の充てんのために出入りする者のための店舗、飲食店等が加えられたこ

と。また、圧縮水素充てん設備設置給油取扱所に設ける建築物の構造については、令第

１７条第１項第９号、第１０号及び第１１号の基準と同様の規定が設けられたこと（規

則第２７条の５第１項関係）。 
(2) 圧縮水素充てん設備設置給油取扱所に設けることができるタンクに、危険物から水素

を製造するための改質装置に接続する原料タンクが加えられたこと。また、当該原料タ

ンクの構造については、令第１７条第１項第６号の専用タンクの基準と同様の規定が設

けられたこと（規則第２７条の５第３項、第４項関係）。 
(3) 圧縮水素充てん設備設置給油取扱所の附随設備に危険物から水素を製造するための改

質装置、特定圧縮水素スタンド及び防火設備又は温度の上昇を防止する装置が加えられ、

当該設備の位置、構造及び設備に関する技術上の基準が規定されたこと（規則第２７条

の５第５項関係）。 
(4) 圧縮機、蓄圧器及び改質装置と給油空地等、簡易タンク及び専用タンク等の注入口と

の間に障壁を設けること等の基準が規定されたこと（規則第２７条の５第６項関係）。 
３ 自家用給油取扱所に関する事項 
 電気を動力源とする自動車等に水素を充てんするための設備を設ける自家用の給油取

扱所に係る特例は、屋内給油取扱所以外の給油取扱所であって、かつ、規則第２７条の５

の規定に適合しなければならないこととされたこと（規則第２８条第５項関係）。 
 
第３ 自衛消防組織に関する事項 

 国が行う補助の対象となる消防施設の基準額（昭和２９年総理府告示第４８７号）が改

正予定であることを踏まえ、指定施設である移送取扱所を有する事業所の自衛消防組織の

編成について、化学消防ポンプ自動車を置く事業所の人員数及び化学消防自動車数並びに

化学消防自動車の設備等の規定が改正されたこと（規則第６４条、第６５条関係）。 
 
第４ その他の事項 
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地下貯蔵タンク及びタンク室の構造例について
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消 防 危 第 １ １ ２ 号 
平成１８年 ５月 ９日 

 各都道府県消防防災主管部長 
 東京消防庁・各指定都市消防長 
 

消防庁危険物保安室長 
 
 

地下貯蔵タンク及びタンク室の構造例について 
 
 
 危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（平成１７年総務省令第３７号）及び

危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示の一部を改正する件（平成１７年

総務省告示第３４９号）により、地下貯蔵タンク及びタンク室の構造に関し、新技術の導

入を容易にし、これに迅速に対応できるよう性能規定化が図られました。 
一方、この性能規定化に伴う許可、検査等の事務の効率化を確保する観点から、今般、

地下貯蔵タンク及びタンク室として一般的に設置されているものの構造例を別紙のとおり

とりまとめました。 
ここで例示する地下貯蔵タンク及びタンク室の構造は、別紙で示す標準的な設置条件等

において、作用する荷重により生じる応力及び変形に対する安全性が確認されているもの

であるので、執務上の参考にしてください。 
なお、貴都道府県内の市町村に対してもこの旨周知されるようお願いします。 

殿 
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別　紙

１　標準的な設置条件等

　⑴　タンク鋼材は、日本工業規格G3101一般構造用圧延鋼材SS400(単位重量は77×10⁻⁶N/㎣)を

　　使用。

　⑵　外面保護の厚さは2㎜。

　⑶　タンク室上部の土被りはなし。

　⑷　鉄筋はSD295Aを使用。

　⑸　タンク室底版とタンクの間隔は100㎜。

　⑹　タンク頂部と地盤面の間隔は600㎜以上とされているが、タンク室頂版（蓋）の厚さを300

　　㎜（100KLの場合にあっては350㎜）とし、タンク頂部とタンク室頂版との間隔は300㎜以上

　　（307㎜～337㎜）とする。

　⑺　タンクとタンク室側壁との間隔は100㎜以上とされているが、当該間隔は100㎜以上（153.5

　　㎜～168.5㎜）とする。

　⑻　タンク室周囲の地下水位は地盤面下600㎜。

　⑼　乾燥砂の比重量は17.7×10⁻⁶N/㎣とする。

　⑽　液体の危険物の比重量は9.8×10⁻⁶N/㎣とする。

　⑾　コンクリートの比重量は24.5×10⁻⁶N/㎣とする。

　⑿　上載荷重は車輌の荷重とし、車輌全体で250kN、後輪片側で100kNとする。

　⒀　使用するコンクリートの設計基準強度は21N/㎟とする。

　⒁　鉄筋の被り厚さは50㎜とする。

⑷,⑾,⒀,⒁

⑴,⑵

⑽

⑼

⑹

⑺

GL
⑶,⑿

⑸

WL

⑻
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２　一般的な構造例

　⑴　タンク本体

記号は下図参照のこと

2 KL

10 KL

20 KL

30 KL

30 KL

48 KL

50 KL

100 KL

Do：タンク外径

（外面塗覆層含む)       

L：胴部の長さ ｈ：鏡出

Lｚ：全長（外面塗覆層含む）

　⑵　タンク室

記号は下図参照のこと

ﾀﾝｸ容量

(ﾀﾝｸ内径)

2 KL Bi･Li･Hi=1600x2200x1700

(Di=1280) Bo･Lo･Ho=2200x2800x3300

300 - -

10 KL Bi･Li･Hi=1800x7400x1900

(Di=1450) Bo･Lo･Ho=2400x8000x2500

300

上端筋:D13@250

下端筋:D13@250

-ts=tw=tb=

上端筋:D13@250

下端筋:D13@250

-

外側筋:D13@250

内側筋:D13@250

配力筋:D13@250

形  状(㎜)
頂　版 底　版

3522.0 3500.0 10600.0 678.0

2670.0 2650.0 9300.0 513.0

2420.0 2400.0 10708.0 466.0

2416.0 2400.0 6856.0 466.0

2116.0 2100.0 9184.0 407.0

6136.0 407.0

6500.0 281.0

容量
外径
Do(㎜)

内径
Di(㎜)

1463.0 1450.0

1293.0 1280.0

2116.0

胴の板厚
ｔ1(㎜)

4.5

4.5

6.0

1524.0 181.0

胴部の
長さ
L(㎜)

鏡出
h(㎜)

2100.0

6.0

6.0

8.0

8.0

6.0

6.0

8.0

ts=tw=tb=

上端筋:D13@250

下端筋:D13@250

上端筋:D13@250

下端筋:D13@250

8.0

9.0

鏡の板厚
ｔ2(㎜)

4.5

4.5

6.0

全長
Lｚ(㎜)

1899.0

7075.0

6966.0

10014.0

7804.0

11660.0

10346.0

11978.0

設計配筋(㎜)

9.0

側　壁

外側筋:D13@250

内側筋:D13@250

配力筋:D13@250

壁(㎜) 蓋(㎜)

タンクとの間隔

153.5 307.0

168.5 337.0

外面塗覆層

Di：タンク内径
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ﾀﾝｸ容量

(ﾀﾝｸ内径)

20 KL Bi･Li･Hi=2450x7300x2550 上端筋:D13@200 上端筋:D13@200外側筋:D13@200

(Di=2100) Bo･Lo･Ho=3050x7900x3150 下端筋:D13@200 下端筋:D13@200内側筋:D13@200

ts=tw=tb= 300 配力筋:D13@250

30 KL Bi･Li･Hi=2450x10350x2550 上端筋:D13@200 上端筋:D13@200外側筋:D13@200

(Di=2100) Bo･Lo･Ho=3050x10950x3150 下端筋:D13@200 下端筋:D13@200内側筋:D13@200

ts=tw=tb= 300 配力筋:D13@250

30 KL Bi･Li･Hi=2750x8150x2850 上端筋:D13@200 上端筋:D13@200外側筋:D13@200

(Di=2400) Bo･Lo･Ho=3350x8750x3450 下端筋:D13@200 下端筋:D13@200内側筋:D13@200

ts=tw=tb= 300 配力筋:D13@250

48 KL Bi･Li･Hi=2750x12000x2850 上端筋:D13@200 上端筋:D13@200外側筋:D13@200

(Di=2400) Bo･Lo･Ho=3350x12600x3450 下端筋:D13@200 下端筋:D13@200内側筋:D13@200

ts=tw=tb= 300 配力筋:D13@250

50 KL Bi･Li･Hi=3000x10650x3100 上端筋:D13@150 上端筋:D13@150外側筋:D13@150

(Di=2650) Bo･Lo･Ho=3600x11250x3700 下端筋:D13@150 下端筋:D13@150内側筋:D13@150

ts=tw=tb= 300 配力筋:D13@200

100 KL Bi･Li･Hi=3850x12300x3950 上端筋:D16@150 上端筋:D13@150外側筋:D16@150

(Di=3500) Bo･Lo･Ho=4550x13000x4650 下端筋:D16@150 下端筋:D16@150内側筋:D16@150

ts=tw=tb= 350 配力筋:D13@200

Bi:内法幅 Bo:外面幅 tw:側壁厚さ

Li:内法長さ Lo:外面長さ

Hi:内法高さ Ho:外面高さ tb:底版厚さ ts:頂版厚さ

タンクとの間隔

壁(㎜) 蓋(㎜)

167.0 334.0

167.0 334.0

形状(㎜)
頂版

-

-

-

-

-

-

-

-

-

設計配筋(㎜)

側壁底版

-

-

-

167.0 334.0

165.0 330.0

165.0 330.0

164.0 328.0

乾燥砂 乾燥砂

48 



⑶ ２KLの場合

 ①標準断面

 ②設計配筋

設計配筋一覧表

部　位 　　　　　主　筋 　　　　　配力筋

鉄筋径 鉄筋ピッチ 鉄筋径 鉄筋ピッチ

頂　版 上端筋 D13 @250 両方向主筋

下端筋 D13 @250

底　版 上端筋 D13 @250 両方向主筋

下端筋 D13 @250

側　壁 内側筋 D13 @250 D13 @250

外側筋 D13 @250 D13 @250

（注）頂版及び底版は妻壁があるため両方向とも主筋とする｡

頂版：上端筋：D13@250 　　　　下端筋：D13@250

底版：上端筋：D13@250 　　　下端筋：D13@250

側壁：外側筋：D13@250

　　　　内側筋：D13@250

1600

2200

300 300

3
0
0

3
0
0

1
7
0
0

2
3
0
0
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⑷ １０KLの場合

 ①標準断面

 ②設計配筋

設計配筋一覧表

部　位 　　　　　主　筋 　　　　　配力筋

鉄筋径 鉄筋ピッチ 鉄筋径 鉄筋ピッチ

頂　版 上端筋 D13 @250 両方向主筋

下端筋 D13 @250

底　版 上端筋 D13 @250 両方向主筋

下端筋 D13 @250

側　壁 内側筋 D13 @250 D13 @250

外側筋 D13 @250 D13 @250

（注）頂版及び底版は妻壁があるため両方向とも主筋とする｡

頂版：上端筋：D13@250 　　　　下端筋：D13@250

底版：上端筋：D13@250 　　　下端筋：D13@250

側壁：外側筋：D13@250

　　　　内側筋：D13@250

1800

2400

300 300

3
0
0

3
0
0

1
9
0
0

2
5
0
0
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⑸ ２０KLの場合

①標準断面

②設計配筋

設計配筋一覧表

部　位 　　　　　主　筋 　　　　　配力筋

鉄筋径 鉄筋ピッチ 鉄筋径 鉄筋ピッチ

頂　版 上端筋 D13 @200 両方向主筋

下端筋 D13 @200

底　版 上端筋 D13 @200 両方向主筋

下端筋 D13 @200

側　壁 内側筋 D13 @200 D13 @250

外側筋 D13 @200 D13 @250

（注）頂版及び底版は妻壁があるため両方向とも主筋とする｡

頂版：上端筋：D13@200 　　　　下端筋：D13@200

底版：上端筋：D13@200 　　　下端筋：D13@200

側壁：外側筋：D13@200

　　　　内側筋：D13@200

2450

3050

300 300

3
0
0

3
0
0

2
5
5
0

3
1
5
0
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⑹ ３０KL(内径２１００)の場合

①標準断面

②設計配筋

設計配筋一覧表

部　位 　　　　　主　筋 　　　　　配力筋

鉄筋径 鉄筋ピッチ 鉄筋径 鉄筋ピッチ

頂　版 上端筋 D13 @200 両方向主筋

下端筋 D13 @200

底　版 上端筋 D13 @200 両方向主筋

下端筋 D13 @200

側　壁 内側筋 D13 @200 D13 @250

外側筋 D13 @200 D13 @250

（注）頂版及び底版は妻壁があるため両方向とも主筋とする｡

頂版：上端筋：D13@200 　　　　下端筋：D13@200

底版：上端筋：D13@200 　　　下端筋：D13@200

側壁：外側筋：D13@200

　　　　内側筋：D13@200

2450

3050

300 300

3
0
0

3
0
0

2
5
5
0

3
1
5
0
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⑺ ３０KL（内径２４００）の場合

①標準断面

②設計配筋

設計配筋一覧表

部　位 　　　　　主　筋 　　　　　配力筋

鉄筋径 鉄筋ピッチ 鉄筋径 鉄筋ピッチ

頂　版 上端筋 D13 @200 両方向主筋

下端筋 D13 @200

底　版 上端筋 D13 @200 両方向主筋

下端筋 D13 @200

側　壁 内側筋 D13 @200 D13 @250

外側筋 D13 @200 D13 @250

（注）頂版及び底版は妻壁があるため両方向とも主筋とする｡

頂版：上端筋：D13@200 　　　　下端筋：D13@200

底版：上端筋：D13@200 　　　下端筋：D13@200

側壁：外側筋：D13@200

　　　　内側筋：D13@200

2750

3350

300 300

3
0
0

3
0
0

2
8
5
0

3
4
5
0
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⑻ ４８KLの場合

①標準断面

②設計配筋

設計配筋一覧表

部　位 　　　　　主　筋 　　　　　配力筋

鉄筋径 鉄筋ピッチ 鉄筋径 鉄筋ピッチ

頂　版 上端筋 D13 @200 両方向主筋

下端筋 D13 @200

底　版 上端筋 D13 @200 両方向主筋

下端筋 D13 @200

側　壁 内側筋 D13 @200 D13 @250

外側筋 D13 @200 D13 @250

（注）頂版及び底版は妻壁があるため両方向とも主筋とする｡

頂版：上端筋：D13@200 　　　　下端筋：D13@200

底版：上端筋：D13@200 　　　下端筋：D13@200

側壁：外側筋：D13@200

　　　　内側筋：D13@200

2750

3350

300 300

3
0
0

3
0
0

2
8
5
0

3
4
5
0
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⑼ ５０KLの場合

①標準断面

②設計配筋

設計配筋一覧表

部　位 　　　　　主　筋 　　　　　配力筋

鉄筋径 鉄筋ピッチ 鉄筋径 鉄筋ピッチ

頂　版 上端筋 D13 @150 両方向主筋

下端筋 D13 @150

底　版 上端筋 D13 @150 両方向主筋

下端筋 D13 @150

側　壁 内側筋 D13 @150 D13 @200

外側筋 D13 @150 D13 @200

（注）頂版及び底版は妻壁があるため両方向とも主筋とする｡

頂版：上端筋：D13@150 　　　　下端筋：D13@150

底版：上端筋：D13@150 　　　下端筋：D13@150

側壁：外側筋：D13@150

　　　　内側筋：D13@150

3000

3600

300 300

3
0
0

3
0
0

3
1
0
0

3
7
0
0
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⑽ １００KLの場合

①標準断面

②設計配筋

 設計配筋一覧表

部　位 　　　　　主　筋 　　　　　配力筋

鉄筋径 鉄筋ピッチ 鉄筋径 鉄筋ピッチ

頂　版 上端筋 D16 @150 両方向主筋

下端筋 D16 @150

底　版 上端筋 D13 @150 両方向主筋

下端筋 D16 @150

側　壁 内側筋 D16 @150 D13 @200

外側筋 D16 @150 D13 @200

（注）頂版及び底版は妻壁があるため両方向とも主筋とする｡

頂版：上端筋：D16@150 　　　　下端筋：D16@150

底版：上端筋：D13@150 　　　下端筋：D16@150

側壁：外側筋：D16@150

　　　　内側筋：D16@150

3850

4550

350 350

3
5
0

3
5
0

3
9
5
0

4
6
5
0
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参考資料３

地下タンク貯蔵所の大型化に対する構造及び設備の安全性

に関する調査検討報告書（一部抜粋）
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参考資料４

消防危５５号通知による計算例

81 





83 

j_aizawa
四角形



84 



85 



86 



87 



88 



89 



90 



91 



92 



93 



94 



95 



96 



参考資料５

例示基準と平成９年検討資料の比較表
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例示基準とH9検討資料との比較表（主荷重）

設置条件
・設計配筋

荷重
モデル図

応力度
計算結果

※1：「地下タンク貯蔵所の大型化に対する構造及び設備の安全性に関する調査検討報告書（平成9年3月,自治省消防庁）」

　　　当該資料は主荷重に対する評価のみであった。
※2：例示基準においては頂版は支点のみの結果記載であった。ここでは支点のみの記載とした。また、発生応力の括弧内は検定比。

例示基準（112号通知） 平成9年検討資料（※1）

主荷重に対する荷重モデル図 主荷重に対する荷重モデル図

主荷重に対する応力度計算結果（※2） 主荷重に対する応力度計算結果（※2）

配筋@200だったら？ 

9
9

 





参考資料６

平成９年検討資料の鉄筋ピッチを 200mm とした試算
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H9年検討資料の鉄筋ピッチを200mmとした試算（主荷重に対する応力度計算結果）

・｢H9年検討資料｣の欄は、当時の計算結果である（別添資料1参照）。

・｢検算｣の欄は、｢RC断面計算システム（EMRGING)（富士通エフ・アイ・ピー㈱）｣を使用し、H9年検討資料の断面力を入力。H9年検討資料の再現性を確認した。

・｢試算｣の欄は、検算でほぼ等しい結果が得られ、EMRGINGによる再現性が確認できたころから、鉄筋ピッチを例示基準と同様の200mmで試算した結果である。

→（結果）鉄筋ピッチを200mmとすると、NGとなる部位（グレーのハッチング部）が出て来る。

H9年検討
資料

検算 試算
H9年検討

資料
検算 試算

H9年検討
資料

検算 試算
H9年検討

資料
検算 試算

H9年検討
資料

検算 試算

@125mm @125mm @200mm @125mm @125mm @200mm @125mm @125mm @200mm @125mm @125mm @200mm @125mm @125mm @200mm

曲げモーメント M   (kN･m)

軸力    N   (kN)

せん断力    S   (kN)

圧縮応力度 σc (N/mm
2
) 4.3 3.9 4.7 5.3 4.8 5.8 2.4 2.1 2.5 5.3 4.8 5.8 2.5 2.3 2.7

引張応力度 σs (N/mm
2
) 123 116 178 145 136 209 45 42 63 147 138 212 52 49 73

せん断応力度 τc (N/mm
2
) 0.23 0.2 0.2 0.28 0.24 0.24 - - - 0.3 0.26 0.26 - - -

許容圧縮応力度 σca(N/mm
2
)

許容引張応力度 σsa(N/mm
2
)

許容せん断応力度 τa (N/mm
2
)

7.0

177

0.7

38.7

81.8

58.2

17.9

81.8

-

52.7

46.2

78.4

63.0

78.4

-

断
面
力

発
生

許
容

側壁

支点 中央

31.0

頂版 底版

支点支点 中央

19.138.7

1
0
3  





参考資料７

例示基準における構造例の適用範囲の試算について
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例示基準（112号通知）における構造例の適用範囲の試算について

　【計算条件】

対象タンク容量・・・10KL、30KL、50KL

●例示基準と同様の条件

　　・鉄筋はSD295A

　　・タンク室周囲の地下水位は地盤面下600mm

　　・コンクリートの比重量は24.5×10
-6
N/mm

3

　　・コンクリートの設計基準強度は21N/mm
2

　　・鉄筋の被り厚さは50mm

　　・コンクリートの許容圧縮応力度　7.0N/mm
2

　　・コンクリートの許容せん断応力度　0.7N/mm
2

　　・鉄筋の許容引張応力度　177N/mm
2

　　・静止土圧係数　0.5

　　・土の単位堆積重量　18ｋN/m3

●例示基準と異なる条件

　　・タンク室上部の土被り・・・土被り0m、1m、2m　→　タンク容量30KL、50KL

　　・タンク室上部の土被り・・・土被り0m、1m、2m、3m、4m　→　タンク容量10KL

　　・検討ケース・・・主荷重

　　・照査位置・・・頂版、側壁

　　・計算ソフト・・・「エクセルボックスカルバート」インデックス出版発行　2004

計算ソフト設計フロー
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10KLタンク

頂版（支点）　　応力度計算

検討ケース 主荷重

照査位置   支点 支点 支点 支点 支点 支点

曲げﾓｰﾒﾝﾄ M (kN･m) 4.4 5.1 10.1 15.2 20.3 25.4

軸力 N (kN) 14.3 17.8 27.7 37.6 47.5 57.4

せん断力 S (kN) 7.7 8.8 27.7 46.6 65.5 84.4

圧縮応力度 σc (N/mm
2
) 0.7 OK 0.8 OK 1.6 OK 2.4 OK 3.3 OK 3.9 OK

引張応力度 σs (N/mm
2
) 24 OK 26 OK 59 OK 93 OK 130 OK 154 OK

せん断応力度 τc (N/mm
2
) 0.03 OK 0.02 OK 0.06 OK 0.10 OK 0.14 OK 0.18 OK

許容圧縮応力度 σca (N/mm
2
) 7.0 7 7 7 7 7

許容引張応力度 σsa (N/mm
2
) 177 177 177 177 177 177

許容せん断応力度 τa (N/mm
2
) 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7

側壁（下支点）　　応力度照査

検討ケース 主荷重

照査位置   下支点 下支点 下支点 下支点 下支点 下支点

曲げﾓｰﾒﾝﾄ M (kN･m) 8.9 9.1 14.2 19.3 24.4 29.4

軸力 N (kN) 23.9 22.8 41.7 60.6 79.5 98.4

せん断力 S (kN) 29.3 28.7 38.7 48.6 58.5 68.3

圧縮応力度 σc (N/mm
2
) 1.4 OK 1.4 OK 2.2 OK 2.9 OK 3.7 OK 4.6 OK

引張応力度 σs (N/mm
2
) 54 OK 53 OK 79 OK 100 OK 125 OK 155 OK

せん断応力度 τc (N/mm
2
) 0.13 OK 0.06 OK 0.08 OK 0.10 OK 0.12 OK 0.14 OK

許容圧縮応力度 σca (N/mm
2
) 7.0 7 7 7 7 7

許容引張応力度 σsa (N/mm
2
) 177 177 177 177 177 177

許容せん断応力度 τa (N/mm
2
) 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7

土被り０ｍ 土被り0m 土被り1.0m 土被り2.0m 土被り3.0m 土被り4.0m

試　　算例示基準

例示基準 試　　算

土被り０ｍ 土被り0m 土被り1.0m 土被り2.0m 土被り3.0m 土被り4.0m
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30KLタンク

頂版（支点）　　応力度計算

検討ケース 主荷重

照査位置   支点 支点 支点 支点

曲げﾓｰﾒﾝﾄ M (kN･m) 8.8 10.8 19.5 28.2

軸力 N (kN) 22.4 32.0 44.8 57.7

せん断力 S (kN) 10.1 11.2 36.0 60.7

圧縮応力度 σc (N/mm2) 1.3 OK 1.5 OK 2.8 OK 4.0 OK

引張応力度 σs (N/mm2) 44 OK 47 OK 96 OK 143 OK

せん断応力度 τc (N/mm2) 0.05 OK 0.03 OK 0.09 OK 0.15 OK

許容圧縮応力度 σca (N/mm2) 7.0 7 7 7

許容引張応力度 σsa (N/mm2) 177 177 177 177

許容せん断応力度 τa (N/mm2) 0.7 0.7 0.7 0.7

側壁（下支点）　　応力度照査

検討ケース 主荷重

照査位置   下支点 下支点 下支点 下支点

曲げﾓｰﾒﾝﾄ M (kN･m) 17.1 18.1 26.8 35.4

軸力 N (kN) 31.1 30.0 54.7 79.5

せん断力 S (kN) 47.0 49.3 62.1 74.9

圧縮応力度 σc (N/mm2) 2.6 OK 2.6 OK 3.8 OK 5.2 OK

引張応力度 σs (N/mm2) 96 OK 98 OK 136 OK 182 NG

せん断応力度 τc (N/mm2) 0.21 OK 0.12 OK 0.15 OK 0.19 OK

許容圧縮応力度 σca (N/mm2) 7.0 7 7 7

許容引張応力度 σsa (N/mm2) 177 177 177 177

許容せん断応力度 τa (N/mm2) 0.7 0.7 0.7 0.7

例示基準 試　　算

土被り０ｍ 土被り0m 土被り1.0m 土被り2.0m

例示基準 試　　算

土被り０ｍ 土被り0m 土被り1.0m 土被り2.0m

土被り0mにおいて、例示基準

と試算結果では、算出された

断面力に大きな違いはない。

土被り2mにおいて、側壁下側の鉄

筋の曲げ引張応力が許容引張応力

を超える。

発生182N/mm2＞許容177N/mm2

109 



50KLタンク

頂版（支点）　　応力度計算

検討ケース 主荷重

照査位置   支点 支点 支点 支点

曲げﾓｰﾒﾝﾄ M (kN･m) 14.1 14.2 26.7 39.1

軸力 N (kN) 30.7 33.3 48.6 63.9

せん断力 S (kN) 12.1 13.2 42.9 72.6

圧縮応力度 σc (N/mm2) 1.9 OK 1.9 OK 3.5 OK 5.3 OK

引張応力度 σs (N/mm2) 59 OK 55 OK 110 OK 172 OK

せん断応力度 τc (N/mm2) 0.06 OK 0.04 OK 0.12 OK 0.20 OK

許容圧縮応力度 σca (N/mm2) 7.0 7 7 7

許容引張応力度 σsa (N/mm2) 177 177 177 177

許容せん断応力度 τa (N/mm2) 0.7 0.7 0.7 0.7

側壁（下支点）　　応力度照査

検討ケース 主荷重

照査位置   下支点 下支点 下支点 下支点

曲げﾓｰﾒﾝﾄ M (kN･m) 27.1 25.1 37.5 50.0

軸力 N (kN) 37.1 36.0 65.7 95.4

せん断力 S (kN) 65.3 57.0 72.3 87.6

圧縮応力度 σc (N/mm2) 3.7 OK 3.2 OK 5.0 OK 6.8 OK

引張応力度 σs (N/mm2) 126 OK 106 OK 159 OK 213 NG

せん断応力度 τc (N/mm2) 0.30 OK 0.15 OK 0.19 OK 0.24 OK

許容圧縮応力度 σca (N/mm2) 7.0 7 7 7

許容引張応力度 σsa (N/mm2) 177 177 177 177

許容せん断応力度 τa (N/mm2) 0.7 0.7 0.7 0.7

例示基準 試　　算

土被り０ｍ 土被り0m 土被り1.0m 土被り2.0m

例示基準 試　　算

土被り０ｍ 土被り0m 土被り1.0m 土被り2.0m

土被り0mにおいて、例示基準

と試算結果では、算出された

断面力に大きな違いはない。

土被り2mにおいて、側壁下側の鉄

筋の曲げ引張応力が許容引張応

力を超える。

発生213N/mm2＞許容177N/mm2
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